
講演会のご案内

暗号資産リブラの実現性と
今後の課題

日時
2020 年8月 4日（火）
16：00～ 17：30（受付開始15：30）

会場

日経茅場町カンファレンスルーム
東京都中央区日本橋茅場町2-6-1
日経茅場町別館地下1階

講師略歴

参加料（消費税込み）
当日会場にて電子マネー/現金でお支払
い下さい。

①1,000 円 CMA、CIIA、一
般会員、個人賛助会員、法人会
員・法人賛助会員の役職員、検定
会員補、CMA受講生、大学生
②無料 ①のうち首都圏（※）
以外に居住される方（勤務先が首
都圏の方を除く）
③2,100円 日本証券アナリスト
協会認定PB資格取得者（上記①
以外の方）
④1,000円 同PB資格取得者
で首都圏（※）以外に居住される
方。ただし、勤務先が首都圏の方を
除く。
⑤3,100円 上記①～④以外の
方

申込方法
をクリックし、該当講演会の

「受付中」をクリックして下さい。入力・
送信の上、参加申し込み完了メール
を「参加証」として印刷し、当日は会場
受付に提出して下さい。
マイページに登録している方（ID・パス
ワード取得者）は、マイページからお申
込み下さい。

問合せ先
日本証券アナリスト協会
講演会・セミナー担当
ﾒｰﾙ seminar@saa.or.jp

リブラの構想に対しては、各国当局からの反発が強い。これは、実はリブラが
「巧みにデザインされたもの」になっているためだ。リブラが「良くできた仕組み」に
なっているのには、２つの理由がある。1つは、先行した仮想通貨であるビット
コインの教訓に学んでいることであり、もう1つは、中央銀行のビジネスモデルに
学んでいることである。当局の反発の強さを見て、最近になって、リブラでは提
案を修正した。しかし、リブラの実現に向けては、まだ相当な時間を要すること
になるだろう。現在目標とされている2020年中の稼働開始は、かなり難しい
ものとみられる。

講演内容

1981年一橋大学を卒業後、同年日本銀行に入行。調査統計局、金融
研究所、金融機構局、国際決済銀行（BIS）などを経て、現職。博士
（経済学）。早稲田大学非常勤講師を兼任。主要著書に『決済システム
のすべて』『証券決済システムのすべて』『SWIFTのすべて』『外為決済とCLS
銀行』など。決済分野を代表する有識者として、金融庁や全銀ネットの審議
会等にも数多く参加している。最新刊の『アフター・ビットコイン2』では、リブラ
や中銀デジタル通貨について解説している。

講師

申込み期限
2020年
7月28日（火）

（※）東京都、神奈川県、千葉県、
埼玉県

こちら

申込はこちら

地 図

中島 真志（なかじま まさし）氏
麗澤大学 経済学部 教授

新型コロナウイルス感染症の感染防止の観点から、風邪症状のある方は参加をご遠慮
いただく、マスクの着用、手指消毒などのご対応をお願いすることがあります。また、お申し
込み後に参加者数を限定することがあります。ご理解・ご協力をよろしくお願い致します。

急告：本講演会は、新型コロナウイルス感染症の
感染拡大している状況を受け、開催中止を
決定いたしましたので、お知らせいたします。
（8月25日以降 動画配信予定）

https://www.saa.or.jp/dc/event/apps/seminar/SeminarShowList.do
http://www.saa.or.jp/seminar/news/pdf/kayabacho_conference_map.pdf
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